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　歳入 112 億 8,480 万８千円、歳出 103 億 4,449 万９千円で、差引額は９億 4,030
万９千円となりました。また、実質収支は８億 9,802 万１千円で黒字の見込みです。

差引額差引額
９億 4,030 万９千円９億 4,030 万９千円

実質収支実質収支
８億 9,802 万１千円８億 9,802 万１千円

実質収支とは・・・
　差引額から、翌年度での使用用途が決まっている財源を差し引いた、実質的な収支のことです。

普通会計とは・・・
　他の自治体と財政状況を正しく比較するために、全国共通ルールで集計し直した会計のこと
で、砥部町では「一般会計」と「とべの館特別会計」を合わせたものを指します。
　なお、振り替えなどの整理を行っていることから、決算書の数値とは合致しません。

普通会計

歳入歳入
112億8,480112億8,480万万８千円８千円

歳出歳出
103103億億4,449万９千円4,449万９千円

歳入
112億8,480万８千円

町税町税
21億2,341万４千円21億2,341万４千円 地方譲与税地方譲与税

１億588万４千円１億588万４千円

交付金交付金
７億437万７千円７億437万７千円

地方交付税地方交付税
35億5,012万９千円35億5,012万９千円

国庫支出金国庫支出金
14億1,376万２千円14億1,376万２千円

県支出金県支出金
７億3,002万６千円７億3,002万６千円

繰入金繰入金
５億4,232万８千円５億4,232万８千円

繰越金繰越金
６億8,840万９千円６億8,840万９千円

地方債地方債
６億130 万円６億130 万円

その他その他
（分担金、手数料など）（分担金、手数料など）

８億2,517万９千円８億2,517万９千円

歳出
103億4,449万９千円

人件費人件費
21億1,764万９千円21億1,764万９千円

物件費物件費
18億9,571万５千円18億9,571万５千円

扶助費扶助費
16億384万８千円16億384万８千円

補助費など補助費など
15億5,118万７千円15億5,118万７千円

公債費公債費
７億7,147万１千円７億7,147万１千円

積立金積立金
３億5,369万１千円３億5,369万１千円

維持補修費維持補修費
1,878万８千円1,878万８千円

繰出金繰出金
10億4,776万３千円10億4,776万３千円

普通建設事業費普通建設事業費
（災害復旧費を含む）（災害復旧費を含む）
８億7,253万７千円８億7,253万７千円

その他その他
（出資金・貸付金）（出資金・貸付金）

１億1,185万円１億1,185万円
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経常収支比率

高尾田地区雨水排水対策事業高尾田地区雨水排水対策事業
2 億 5,830 万 4 千円2 億 5,830 万 4 千円

　大雨による浸水被害を防ぐための雨水排水機　大雨による浸水被害を防ぐための雨水排水機
場建設に伴う、用地購入などを行いました（前場建設に伴う、用地購入などを行いました（前
年度からの繰越分を含む）。年度からの繰越分を含む）。

医療費助成事業医療費助成事業
1 億 9,620 万 2 千円1 億 9,620 万 2 千円

　重度心身障害者医療や子ども医療などの個人　重度心身障害者医療や子ども医療などの個人
負担分に対して、助成を行いました。負担分に対して、助成を行いました。

- 実施した主な事業 -

農業振興に関する補助事業農業振興に関する補助事業
5,182 万 6 千円5,182 万 6 千円

　町の特産である果樹などの継続的な産地拡大　町の特産である果樹などの継続的な産地拡大
や、これからを担う新規就農者の育成や定着を補や、これからを担う新規就農者の育成や定着を補
助金によりバックアップしました。助金によりバックアップしました。

砥部焼振興事業砥部焼振興事業
3,787 万円3,787 万円

　国の伝統的工芸品に指定されている砥部焼の　国の伝統的工芸品に指定されている砥部焼の
魅力を全国に広げるため、販路拡大支援や後継魅力を全国に広げるため、販路拡大支援や後継
者育成事業などを行いました。者育成事業などを行いました。

一般廃棄物収集運搬処理事業一般廃棄物収集運搬処理事業
2 億 7,551 万 1 千円2 億 7,551 万 1 千円

　収集運搬処理事業者と連携した、分別収集の　収集運搬処理事業者と連携した、分別収集の
徹底やごみ処理の適正化により、清潔で快適な徹底やごみ処理の適正化により、清潔で快適な
暮らしの環境維持に努めました。暮らしの環境維持に努めました。

のりあいタクシー運行事業のりあいタクシー運行事業
1,470 万 3 千円1,470 万 3 千円

　町民の交通手段を確保するため、町内でのり　町民の交通手段を確保するため、町内でのり
あいタクシーを運行し、年間延べ15,695人が利あいタクシーを運行し、年間延べ15,695人が利
用しました。用しました。

　第２次砥部町総合計画で定める将来像「文化とこころがふれあうまち」の実現に向けて、設定された４つの要素別
に紹介します。

や すらぎ 健 康 ・ 福 祉
安 全 ・ 安 心 はぐくみ

か い てきい ろどり

子ども・教育
生 涯 学 習
文化・スポーツ

産 業
観 光 ・ 交 流

社 会 基 盤
生 活 ・ 環 境
行 財 政

GIGA スクール事業GIGA スクール事業
1 億 2,783 万 6 千円1 億 2,783 万 6 千円

　最先端の学び環境を整備するため、令和２年　最先端の学び環境を整備するため、令和２年
度に小・中学生へ配備した 1 人 1 台タブレット度に小・中学生へ配備した 1 人 1 台タブレット
端末の更新などを行いました。端末の更新などを行いました。

第２子以降の保育料無償化事業第２子以降の保育料無償化事業
1,347 万 9 千円1,347 万 9 千円

　子育て世代の負担軽減のため、令和７年９月　子育て世代の負担軽減のため、令和７年９月
から、第 2 子以降の保育料を無償化しました。から、第 2 子以降の保育料を無償化しました。

●

※令和７年度の県平均は未集計です。

　人件費や公債費などの、決まって出ていく経常的な支出に対して、町税
などを中心とする一般財源（収入）がどの程度充てられているかを表します。
財政のゆとり度の指標となり、数値が低ければ低いほど、災害時などの
急な支出へ柔軟にお金を使用できるゆとりがあります。
　令和７年度の数値は 93.1％となり、前年度より 2.0％増加しました。
過去３年の推移は次の通りです。

令和５年度 令和６年度 令和７年度

（％）

●
93.1

91.190.2

91.8
90.4

●

●
●

● 県平均
● 砥部町
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その他特別会計

下水道事業下水道事業
　八倉、重光、三角の一部地域において、下水道整備工　八倉、重光、三角の一部地域において、下水道整備工
事を行い、公共下水道処理区域は令和７年度末時点にお事を行い、公共下水道処理区域は令和７年度末時点にお
いて、約151ha、約44.0 ㎞ となりました。いて、約151ha、約44.0 ㎞ となりました。

水道事業水道事業
◦耐用年数を経過した第３水源地・川井ポンプ場の高圧◦耐用年数を経過した第３水源地・川井ポンプ場の高圧
設備更新工事を実施しました。設備更新工事を実施しました。
◦◦前年度から繰越された第 4 水源地紫外線照射装置更新前年度から繰越された第 4 水源地紫外線照射装置更新
工事及び第７配水池築造工事（1 期）などが完成しました。工事及び第７配水池築造工事（1 期）などが完成しました。

公営企業会計

町債 基金

- 実施した主な事業 -

差引額差引額
３億 4,697 万７千円３億 4,697 万７千円

歳入歳入
52 億 8,056 万７千円52 億 8,056 万７千円

歳出歳出
49 億 3,359 万円49 億 3,359 万円

　国民健康保険事業、後期高齢者医療、介護保険事業の３つの特別会計の執行状況は次の通りです。

会計別 歳入 歳出 差引額
下水道事業 924,577 1,083,059 △ 158,482

公共下水道事業 813,053 985,603 △ 172,550

収益的収支 407,591 363,621 43,970

資本的収支 405,462 621,982 △ 216,520

農業集落排水事業 45,450 44,930 520

収益的収支 27,701 27,181 520

資本的収支 17,749 17,749 0

浄化槽事業 66,074 52,526 13,548

収益的収支 66,074 51,666 14,408

資本的収支 0 860 △ 860

水道事業 852,665 965,602 △ 112,937

収益的収支 416,141 345,776 70,365

資本的収支 436,524 619,826 △ 183,302

　学校など将来にわたって、長く利用する施設や行政
サービスを効率化するためのシステム整備などに利用
するため、国や銀行から借り入れる町の借金です。令和
７年度末の町債残高は155億6,028万５千円となりま
した。過去３年の推移は次の通りです。

単位：千円

　将来の大きな支出に備えて、計画的に積み立ててい
る町の貯金です。令和７年度の基金総額は、町全体
で 23億2,428万３千円となり、 前年度より１億3,402
万３千円減少しました。主な基金は次の通りです。

基金の名称 金額
財政調整 1,097,845

ふるさと創生 151,849
社会福祉施設整備 187,603
介護保険事業運営 488,353

浄化槽町有施設管理 108,170

単位：千円（単位：千円）

町 債 残 高

● 当 年 度 に
借り入れた額

●

令和５年度

15,198,476

729,500

●

令和６年度

15,437,245

1,233,300 ●

令和７年度

15,560,285

1,049,000

※各数値には、昨年度からの繰り越し分を含んでいます。




